
名

就

箱
画
科

彫
刻
科

科

自

一

年

研

究

科

職

志

願

兵

入

學

五

四

七

五

螢

再

入

學

死

七
一

―

――― 

- | 
亡

研
究
科
へ
入
學
シ
タ
ル
モ
ノ

再
入
學

轄

科

シ

タ

ル

モ

ノ

人

本
年
中
卒
業
生
ニ
シ
テ
尋
常
師
範
學
校
仝
中
學
校
高
等
女
學
校
教
員
免
許
状

ヲ
受
領
シ
ク
ル
モ
ノ
計
十
三
人
又
本
年
卒
業
生
卒
業
後
ノ
状
況
ハ
左
ノ
如
シ

明
治
一
―
―
十
年
七
月
卒
業
生
卒
業
後
状
況
表

五

人

十
七
人

死
亡
シ
タ
ル
モ
ノ

人

ノ
如
シ

退
學
シ
タ
ル
モ
ノ

十
五
人

計
二
五八

級
セ
シ
モ
ノ
十
三
人
鋏
席
セ
シ
モ
ノ
六
人
ナ
リ

七
月
十
日
日
本
霊
科
煎
拾
五
人
（
転
立
〗
口
直
這
/
[
配

g)彫
刻
科
八
人
彫
金
科
四

人
鎖
金
科
四
人
蒔
絵
科
三
人
西
洋
画
撰
科
一
人
各
所
定
ノ
課
程
ヲ
卒
業
ス

八
月
廿
五
日
ョ
リ
九
月
九
日
マ
デ
入
學
試
験
ヲ
行
ヒ
タ
ル
ニ
合
格
者
ハ
計
六

十
四
名
ニ
シ
テ
九
月
十
一
日
ョ
リ
豫
備
ノ
課
程
ヘ
―
―
―十
人
各
撰
科
ヘ
―
―-
+

三
人
圏
画
講
習
科
ヘ
一
人
入
學
ヲ
許
ス

九
月
十
一
日
本
校
規
則
第
十
八
條
二
依
リ
各
科
ョ
リ
學
業
品
行
殊
二
優
等
ナ

ル
生
徒
十
九
人
ヲ
撰
抜
シ
テ
特
待
生
ト
ナ
ス
廿
二
日
各
科
四
年
生
ョ
リ

十
四
名
ヲ
揮
ヒ
修
學
ノ
為
メ
往
復
十
九
日
間
ヲ
以
テ
京
都
及
ヒ
奈
良
へ
出

〔
解
説

8
〕

張
ヲ
命
ス

前
二
記
載
シ
タ
ル
モ
ノ
、
外
本
年
間
二
於
ケ
ル
入
退
學
等
ヲ
蒐
録
ス
レ
バ
左

（
道
庁
府
県
別
各
科
生
徒
現
員
表
お
よ
び
歳
出

・
歳
入
、
所
有
物
件
に
関
す
る
事
項

は
省
略
）

中
尊
寺
金
色
堂
内
装
飾
楳
漆
修
繕

日
清
戦
争
を
機
と
し
て
古
社
寺
保
存
の
動
き
が
強
ま
り
、
第
八
議
会
（
明
治
二
十
七

年
末
開
会
）
に
お
い
て
古
社
寺
保
存
に
関
す
る
建
議
案
が
衆
議
院
で
可
決
さ
れ
、
第
九

議
会
（
明
治
二
十
九
年
）
で
は
「
古
社
寺
保
存
会
組
織
に
関
す
る
決
議
案
」
が
費
衆
両

院
で
可
決
。
そ
の
結
果
、
同
年
五
月
、
内
務
省
に
古
社
寺
保
存
会
が
設
置
さ
れ
、
会
長

九
鬼
隆
一
（
帝
国
博
物
館
総
長
）
の
も
と
で
関
係
法
令
制
定
の
た
め
の
準
備
が
始
め
ら

れ
た
。
岡
倉
校
長
も
委
員
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、
彼
や
九
鬼
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
ら
が
抱
い

て
い
た
古
美
術
保
護
計
画
が
漸
く
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
翌
三
十
年
、
第
十
議
会

に
於
い
て
「
古
社
寺
保
存
法
」
が
成
立
。
同
年
六
月
五
日
に
公
布
さ
れ
た
。
中
尊
寺
の

修
繕
事
業
は
右
法
令
適
用
の
第
一
号
と
し
て
法
令
公
布
に
先
き
立
っ
て
着
手
さ
れ
た
も

の
で
、
本
校
の
教
官
や
卒
業
生
が
現
地
で
修
繕
に
従
事
し
た
。
以
後
、
本
校
は
こ
の
種

の
修
繕
事
業
を
屈
々
担
当
し
て
い
る
。
中
尊
寺
の
修
繕
に
つ
い
て
は
『
錦
巷
雑
綴
』
第

九
巻
（
明
治
三
十
一
年
二
月
七
日
）
に
次
の
記
事
が
あ
る
。

0
中
辱
寺
金
色
堂
井
に
佛
像
賽
物
修
繕
金
色
堂
は
諸
君
も
知
ら
る
4

如
く
巖
手
縣

陸
中
國
乎
泉
村
中
尊
寺
に
あ
る
一
堂
に
て
殆
ん
ど
八
百
年
前
建
立
せ
る
も
の
に
し
て

解

説

撰漆錯彫
工金金

計 1科科科科

合

七 1-=------=

五一--| 

四 I - -

二三二―土

| 

四
五 一三四四
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善
那
（
ジ
ェ
ン
ナ
ー
）
銅
像

学
校
当
局
は
該
銅
像
の
木
型
の
製
作
主
任
を
高
村
光
雲
に
、
ま
た
、
助
手
を
弟
子
の

米
原
雲
海
に
命
じ
た
が
、
実
際
の
製
作
は
雲
海
に
委
ね
ら
れ
、
明
治
三
十
年
―
―
一
月
頃
着

2
 て

一
同
蹄
京
せ
り

其
星
平
和
を
経
る
久
し
き
か
故
に
今
に
至
り
て
は
此
堂
は
云
ふ
も
更
な
り
中
尊
寺
に
現

存
せ
る
佛
像
賽
物
等
の
破
損
倒
落
甚
た
か
り
し
が
内
務
省
に
古
社
寺
保
存
會
を
設
け

ら
れ
全
國
の
古
刹
殿
堂
什
究
を
修
理
す
る
の
第
一
着
手
と
し
て
保
存
費
訊
萬
餘
圏
を

中
尊
寺
に
下
付
せ
ら
れ
昨
舟
年
二
月
よ
り
之
れ
が
工
事
を
起
す
事
と
な
れ
り
而
し
て

之
れ
に
従
事
し
た
る
は
殆
ん
ど
皆
我
校
友
會
員
（
即
ち
卒
業
生
）
に
し
て
六
角
注
多
良

大
村
西
崖
の
雨
氏
之
れ
が
設
計
及
び
在
京
監
督
の
任
に
営
り
建
築
部
は
別
に
エ
學
士

伊
東
忠
太
氏
之
れ
を
設
計
監
督
せ
ら
れ
た
り
其
中
蔚
寺
へ
出
張
せ
ら
れ
た
る
人
々
は

現
場
監
督
と
し
て
は
結
田
徳
太
郎
秋
月
復
郎
の
雨
氏
、
不
慮
の
災
に
備
ふ
る
の
目
的

を
以
て
修
繕
以
前
に
於
け
る
金
色
堂
及
紐
蔵
の
賓
物
を
宜
窯
せ
ん
た
め
に
は
木
咄
信

太
郎
、
高
橋
勇
、
佐
藤
榮
三
郎
の
三
氏
、
佛
像
其
他
彫
刻
物
を
修
補
し
た
る
は
新
納

忠
之
介
、
菅
原
大
三
郎
の
二
氏
、
楳
漆
に
腸
す
る
修
繕
に
従
事
し
た
る
は
武
谷
富
造
、

石
河
壽
衛
彦
、
本
島
袈
裟
彦
、
松
田
為
賀
の
四
氏
な
り
し
か
六
月
よ
り
金
色
堂
内

部
の
修
繕
は
學
校
の
依
嘱
製
作
と
な
り
た
る
を
以
て
學
校
よ
り
屋
代
鉄
三
氏
出
張
を

命
せ
ら
れ
七
月
に
至
り
楳
漆
部
補
助
員
と
し
て
氏
家
静
修
、
兒
島
明
、
澤
木
彦
門
、

三
村
耕
一
―
一
の
四
氏
出
張
せ
り
其
六
月
下
旬
よ
り
出
張
せ
ら
れ
た
る
佐
藤
榮
三
郎
氏
、

中
途
に
て
轄
任
し
た
る
は
別
項
に
記
す
る
が
如
く
編
田
徳
太
郎
氏
に
し
て
楳
漆
部
補

助
員
中
に
は
短
き
は
一
ヶ
月
に
て
蹄
京
し
た
る
者
あ
り
而
し
て
建
築
部
及
彫
刻
部
は

各
昨
年
五
月
に
宜
窯
部
は
十
月
中
旬
に
工
を
竣
り
た
る
も
楳
漆
部
は
未
た
修
了
に
至

ら
ず
さ
れ
ど
十
月
の
末
に
至
り
て
は
寒
気
の
甚
た
し
き
が
為
め
に
其
業
を
執
る
能
は

ざ
る
を
以
て
餘
は
本
年
を
期
し
て
一
と
先
づ
停
業
し
同
月
州
一
日
中
尊
寺
を
出
焚
し

也
と
い
う
記
載
が
あ
る
。

し
て

4
 和

田
英
作
は
助
教
授
を
辞
任
後
直
ち
に
西
洋
画
科
撰
科
第
四
年
に
入
学
し
本
年
七
月

に
こ
れ
を
修
了
。
次
い
で
西
洋
画
科
教
場
助
手
（
無
給
）
と
な
っ
た
（
「
東
京
美
術
学
校

旧
奉
職
者
履
歴
書
」
）
。

長
沼
守
敬
の
解
嘱

長
沼
守
敬
は
ヴ
ェ
ニ
ス
万
国
博
覧
会
主
催
者
の
要
請
を
受
け
、
日
本
美
術
協
会
の
協

参
出
品
事
務
担
当
者
と
し
て
、
ま
た
、
農
商
務
省
か
ら
四
千
円
を
支
給
さ
れ
て
ヴ
ェ
ニ

ス
に
赴
き
、
明
治
三
十
一
年
帰
国
し
て
本
校
教
授
と
な
る
（
「
現
代
美
術
の
揺
藍
時
代

・

長
沼
守
敬
」
高
村
光
太
郎
編
『
中
央
公
論
』
第
五
八
四
号
。
昭
和
十
一
年
七
月
）
。

ぉ
、仝

〔
明
治
〕
―
―
―
十
年
二
月
廿
四
日
本
年
四
月
伊
國
威
尼
斯
市
設
萬
國
美
術
博
覧
會

へ
本
會
ョ
リ
出
品
二
付
右
事
務
取
扱
並
二
伊
佛
雨
國
美
術
工
藝
視
察
ノ
餞
及
嘱
託
候

3
 

「
本
會
」
が
何
で
あ
る
か
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
日
本
美
術

和
田
英
作
の
依
願
免
官

「
東
京
美
術
学
校
旧
奉
職
者
履
歴
書
」
中
の
長
沼
の
履
歴
書
に
は
こ
の
渡
欧
に
関 な

手
し
て
同
年
十
一
月
に
完
成
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
雲
海
は
友
人
の
小
倉
惣
次
郎
（
ラ

グ
ー
ザ
の
弟
子
）
に
教
え
ら
れ
て
、
洋
風
彫
刻
法
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
コ
ン
パ
ス
を

使
用
し
、
そ
れ
ま
で
失
敗
の
多
か
っ
た
雛
型
か
ら
実
材
に
か
た
ち
を
移
す
作
業
を
は
じ

め
て
容
易
に
な
し
得
た
と
い
う
（
「
木
彫
界
の
進
歩
」
明
治
三
十
五
年
五
月
二
十
七
、

二
十
九
日
、
六
月
二
、
四
日
『
国
民
新
聞
』
参
照
）
。
銅
像
は
翌
三
十
一
年
に
本
校
で
鋳

造
さ
れ
、
明
治
―
―
―
十
七
年
に
大
日
本
私
立
衛
生
会
に
よ
り
現
東
京
国
立
博
物
館
構
内
に

建
立
さ
れ
た
。
木
型
は
本
学
芸
術
資
料
館
所
蔵
。

343 第 4節 明治 30年



岡
田
三
郎
助
の
留
学

美
術
界
最
初
の
国
費
留
学
生
に
選
ば
れ
た
岡
田
三
郎
助
は
こ
の
年
五
月
二
十
九
日
に

東
京
を
発
ち
、
七
月
よ
り
パ

リ
の
ラ
フ
ァ
エ
ル

・
コ
ラ
ソ
に
師
事
し
、
三
十
五
年

一
月

二
日
に
帰
国
。
同
年
、
教
授
と
な
る
。

大
村
西
崖
辞
職

大
村
西
崖
は
白
井
雨
山
と
と
も
に
彫
刻
教
育
改
革
を
鋭
意
推
し
進
め
よ
う
と
し
て
い

た
が
（
詳
し
く
は

352
頁
参
照
）
、岡
倉
校
長
と
意
見
が
対
立
し
て
辞
任
し
た
。
自
ら
こ
れ

を

「学
校
長
岡
倉
天
心
と
意
気
相
投
ぜ
ず
云
々
」
（
『密
教
発
逹
史
』
自
叙
。
原
文
は
漢

文
）
と
記
し
て
い
る
。
辞
任
の
一

ヶ
月
前
に
学
校
当
局
が
作
成
し
た

二
度
目
の

「美
術

教
育
施
設
二
付
意
見
」

(345
頁
参
照
）
を
見
る
と
、

一
度
目
の

「美
術
教
育
施
設
二
付

慈
見
」

（明
治
二
十
七
年
）
と
の
関
連
に
お
い
て
、
本
来
は
西
洋
彫
刻
科
設
置
が
要
求

の
第

一
項
目
に
掲
げ
ら
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
建
築
科
設
償
が
こ
れ
に
取
っ
て
代
わ
っ
て

お
り
、
奇
異
な
惑
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
西
崖
ら
の
主
張
と
相
反
す
る
学
校
当
局
の

行
為
を

「意
気
相
投
ぜ
ず
」
と
記
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
辞
任
の
直
接
的

原
因
と
な
っ
た
の
ほ
、
西
崖
自
ら
記
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
（
明
治
三
十
一
年
二
月
十
六

7
 

6
 

協
会
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

福
地
復
一
の
依
願
免
官

福
地
復
一
の
免
官
は
教
官
た
ち
の
内
部
対
立
に
よ
る
と
い
わ
れ
る
。
翌
年
の
い
わ
ゆ

る
美
術
学
校
騒
動
の

一
因
と
な
っ
た
。
辞
職
後
の
福
地
は
帝
国
図
案
社
を
設
立
。
一

方
、
帝
国
博
物
館
が
パ
リ
万
国
博
に
出
品
す
る
日
本
帝
国
美
術
史
の
編
集
に
従
事
し
、

同
博
覧
会
の
際
に
は
美
術
審
査
委
員
と
し
て
渡
仏
。
帰
国
後
日
本
図
案
会
を
起
こ

し
て

図
案
振
興
に
尽
く
し
た
。

5
 

8

修
学
旅
行

日

『読
売
新
聞
』
所
載

「藝
苑
饒
舌
」
四）
、本
校
関
係
者
の
宴
席
で
雅
邦
に
向
っ
て
そ

の
画
の
論
難
を
試
み
て
岡
倉
校
長
に
殴
ら
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
は
こ
れ
を
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。

岡
倉
氏
が
酔
に
乗
じ
て
我
を
ナ
グ
リ
し
を
、
我
も
そ
の
座
に
て
こ
そ
怒
り
ハ
し
つ

ふ
る

重
ひ

れ
、
我
を
な
だ
む
る
友
人
の
言
に
依
り
て
、
か
A

る
畢
動
ハ

、
酔
中
の
岡
倉
氏
に
ハ

問
々
あ
り
き
と
聞
き
し
が
故
に
、
氏
の
意

ハ
我
の
愚
頑
を
憎
む
が
故
に
ハ
あ
ら
で
、

全
く
酔
興
の
故
な
り
と
思
ひ
、
か
つ
ハ
敷
日
の
後
、
氏
み
づ
か
ら
我
に
謝
し
た
る
を

以
て
、
我
も
ま
た
一
笑
に
附
し
去
り
た
り
。
然
り
と
い
へ
ど
も
、
愧
耶
の
情
あ
ら
む

も
の
、
誰
か
4

く
て
も
な
ほ
活
然
た
る
を
得
む
や
。
従
来
辟
職
の
意
ハ

、
た
ゞ
こ
の

情
の
為
に
決
せ
ら
れ
、
去
年
七
月
に
辞
表
を
出
だ
し
、
暫
く
去
り
て
京
坂
に
遊
び
、

九
月
蹄
京
し
て
、
漸
く
微
官
を
免
ぜ
ら
れ
た
り
。

な
お
、
西
崖
は
以
前
か
ら
本
校
教
員
と
い
う
立
場
上
、
言
論
の
拘
束
を
感
じ
、
辞
意

を
有
し
て
い
た
の
で
、
殴
ら
れ
た
こ
と
は
辞
職
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
に
す
ぎ
ず
、
岡

倉
そ
の
他
本
校
の
面
々
と
の
交
情
は
従
来
と
変
わ
ら
な
い
と
も
記
し
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
辞
職
後
の
西
崖
は

『美
術
評
論
』

（
明
治
一
―
―
十
年
十
一
月
五
日
創
刊
。
月
二

回
発
行
）
を
主
宰
し
、
古
今
東
西
の
美
術
品
や
学
術
の
紹
介
、
新
作
の
論
評
、
時
事
問

題
の
解
説
に
つ
と
め
る
と
と
も
に
、
岡
倉
お
よ
び
本
校
批
判
を
続
け
、
ま
た
、
特
に

『読
売
新
聞
』
紙
上
で
同
様
の
批
判
を
続
け
た
。
そ
の
論
評
は
本
校
の
内
実
に
通
じ
た

者
の
芸
術
理
論
上
か
ら
の
批
判
で
あ
っ
た
た
め
、
言
論
界
に
現
わ
れ
始
め
て
い
た
岡
倉

批
判
の
動
き
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
る
結
果
と
な
っ
た
。
そ
し
て
西
崖
は
岡
倉
が
辞
職
す

る
や
、
直
ち
に
復
職
し
て
学
校
改
革
に
着
手
す
る
。
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但
シ
學
年
ノ
半
途
及
四
年
級
ノ
モ
ノ
ハ
轄
科
ス
ル
ヲ
許
サ
ズ

関

連

事

項

①

進
級
、
転
科
に
関
す
る
内
規

科） 第
二
回
目
の
修
学
旅
行

（
京
都
、
奈
良
）
で
あ
る
。
前
回
同
様
選
抜
制
で
、
選
抜
さ

れ
た
の
は
左
記
の
生
徒
で
あ
っ
た
。

斎
藤
新
助
、
大
石
栄
雄
、
山
崎
勇
馬
、
岡
村
道
一―-、
清
家
恕
、
三
浦
二
郎
、
大
平
正

曹
（
以
上
日
本
画
科
）
、
井
上
清
（
図
案
科
）
、野
口
藤
太
郎
（
彫
刻
科
）
、
祗
沢
鴻
次

（
彫
金
科
）
、
鈴
木
一
、
坂
口
腔
（
以
上
鋳
金
科
）
、
蒔
田
実
、
児
島
明
（
以
上
漆
エ

．

（『錦
巷
雑
綴
』
第
九
巻
。
明
治
三
十
一
年
二
月
七
日
に
よ
る
。
）

岡
倉
覺
三
校
長
在
職
中
制
定
二
係
ル
モ
ノ

進
級
内
規
明
治
三
十
年
六
月
十
日
制
定

一
各
科
及
撰
科
生
徒
ニ
シ
テ
病
氣
其
他
ノ
事
故
二
依
リ
一
學
年
間
総
時
敷
ノ

―――
分
一
以
上
鉄
席
ス
ル
モ
ノ
ハ
進
級
ノ
格
ヲ
失
フ
モ
ノ
ト
ス

一
撰
科
生
ノ
新
二
入
學
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
其
學
年
ノ
終
リ
ニ
於
テ
試
瞼
ヲ
施
行

シ
若
ク
ハ
平
常
ノ
成
績
二
依
リ
相
営
級
二
編
入
ス

一
各
科
生
徒
中
編
入
級
二
於
テ
學
術
殊
二
卓
絶
シ
其
級
ノ
程
度
卜
大
差
ァ
ル

モ
ノ
ハ
詮
議
ノ
上
試
験
、
ソ
進
級
セ
、
ソ
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

岡
倉
覺
三
校
長
在
職
中
制
定
二
係
ル
モ
ノ

明
治
三
十
年
六
月
十
日
制
定

轄
科
規
程

各
科
及
撰
科
生
徒
ニ
シ
テ
韓
科
セ
ソ
ト
欲
シ
願
出
ル
モ
ノ
ア
ル
ト
キ
ハ
左
ノ

規
定
二
従
ヒ
之
ヲ
許
ス
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

一
日
本
聾
科
西
洋
盟
科
ノ
内
二
於
テ
韓
科
七
ソ
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
滴
常
卜
認

ム
ル
モ
ノ
ニ
限
リ
ニ
年
級
マ
テ
ハ

一
年
級
へ

三
年
級
ハ
ニ
年
級
二
編
入

ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

一
日
本
甕
科
図
案
科
ノ
内
二
於
テ
轄
科
セ
ソ
ト
ス
ル
モ
ノ
モ
前
項
二
仝
シ

一
前
二
項
二
定
ム
ル
モ
ノ
、
外
ハ
総
テ
一
年
級
二
編
入
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

一
轄
科
シ
タ
ル
生
徒
ニ
シ
テ
未
夕
履
修
七
サ
ル
普
通
學
科
ハ
之
ヲ
補
習
セ

シ
メ
既
二
履
修
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
雖
教
員
ノ
意
見
ヲ
諮
ヒ
再
修
七
シ
ム
ル

一
撰
科
ョ
リ
本
科
二
轄
セ
ソ
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
試
験
ノ
上
本
科
ノ
相
嘗
級
ニ

編
入
ス

但
シ
宜
技
ハ
平
常
成
績
ヲ
以
テ
評
貼
ヲ
付
ス
ル
モ
妨
ケ
ナ
シ

（
「
紐
明
治
四
十
四
五

一
肛
教
務
内
規
、
諸
規
定
書
類
教
務
掛
」
）

②

「

美
術
教
育
施
設
二
付
意
見
」

明
治
二
十
七
年
岡
倉
校
長
起
草
の
「
美
術
教
育
施
説
二
付
意
見
」
に
つ
い
て

は
既
に
紹
介
し
た
が
、
そ
れ
と
同
題
で
明
治
一
―
―
十
年
八
月
の
年
記
の
あ
る
蒟
期

版
印
刷
物
（
本
学
蔵
）
が
現
存
す
る
。
こ
ち
ら
は
執
筆
者
不
明
で
あ
る
が
、
日
本

美
術
院
版

『
天
心
全
集
』
に
こ
れ
の
要
旨
の
み
を
記
し
た
「
美
術
教
育
施
設
の

方
案
（
要
旨
）
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
『
反
省
雑
誌
』
第
七
、
八
号

（
明
治
三
十
年
八
月

一
日
、
同
年
九
月
一
日
）
に
岡
倉
校
長
が
こ
れ
と
ほ
ぽ
同
一
内

容
の
「
美
術
教
育
の
施
設
に
就
き
て
」
を
寄
稿
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
み

て
、
こ
れ
も
岡
倉
校
長
の
執
筆
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
上
記
『
天
心
全
集
』

に
よ
れ
ば
、
こ
の
意
見
書
は
明
治
三
十
年
、
松
方
内
閣
の
と
き
、
議
会
説
明
用

に
内
命
を
受
け
て
執
筆
し
た
も
の
だ
と
い
う
。

コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
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